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一

　
曽
て
、
拙
稿
，
「
日
本
霊
異
記
の
『
所
』
字
に
つ
い
て
」
　
（
注
文
研
究
第
十
一

号
）
の
中
で
、
「
霊
異
認
に
は
霊
異
紀
と
し
て
の
用
字
意
識
が
あ
っ
た
こ
と
、

そ
し
て
そ
の
用
器
法
は
比
較
的
単
純
で
あ
り
、
隈
度
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
漢
・
文

作
成
力
の
不
足
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
場
合
も
あ
る
」
と
い
う
よ
う
な
趣
旨
を
述

べ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
し
か
し
て
先
ご
ろ
、
築
島
裕
博
士
の
名
著
「
平
安
時
代

の
漢
文
訓
読
語
に
つ
き
て
の
研
究
し
を
憎
み
反
し
て
い
る
う
ち
に
、
疑
点
と
し

て
放
罎
し
て
い
た
こ
と
が
甦
っ
て
き
た
。
同
書
第
七
章
第
三
節
、
変
体
漢
交
研

究
の
構
想
に
、

　
　
上
代
文
献
の
中
に
「
変
体
漢
文
」
と
い
ふ
一
つ
の
範
疇
を
立
て
た
と
し
て

　
も
・
「
古
箏
記
」
や
「
風
土
紀
」
め
や
う
な
書
籍
と
、
金
石
文
や
古
交
書
な

　
ど
に
見
え
る
破
格
の
漢
文
と
を
、
等
し
並
に
取
扱
っ
て
よ
い
か
否
か
は
問
題

　
で
あ
ら
う
。
表
現
の
形
態
は
、
文
汝
学
的
に
同
唱
の
ケ
1
ス
で
あ
っ
た
と
し

　
て
も
（
例
へ
ば
、
上
に
目
的
語
が
来
て
下
に
述
語
が
来
る
と
い
ふ
や
う
な
）

　
作
者
の
意
識
の
如
何
に
よ
っ
て
、
一
方
は
正
し
く
漢
文
の
格
に
合
致
さ
せ
る

　
つ
も
り
で
る
な
が
ら
学
力
不
足
の
為
に
誤
っ
て
さ
う
な
っ
た
場
含
と
、
鹸
初

　
か
ら
漢
文
の
格
に
外
れ
た
一
つ
の
衰
現
形
式
を
考
へ
つ
つ
紀
し
た
場
合
と
で

　
は
、
蓑
現
の
性
格
の
上
で
相
違
が
あ
り
、
前
者
は
「
誤
っ
た
正
格
野
老
」
で

　
あ
り
、
後
者
は
「
最
初
か
ら
の
変
体
漢
文
」
と
区
別
す
る
こ
と
も
、
｝
往
理

　
論
約
に
は
可
能
で
あ
ら
う
。
た
だ
実
際
周
題
と
し
げ
、
は
、
、
今
日
か
ら
そ
の
轡

　
記
者
の
意
志
を
推
察
し
て
、
彼
が
文
を
綴
ッ
た
時
、
「
正
格
の
漢
交
し
を
書

　
く
つ
も
り
で
る
た
の
か
、
そ
れ
と
も
「
変
体
下
交
」
を
書
く
つ
も
り
で
る
た

　
の
か
を
正
確
に
判
別
す
る
こ
と
は
、
慰
め
て
困
難
な
こ
と
で
あ
ら
う
け
れ
ど

　
も
。

と
書
か
れ
て
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
は
、
私
が
も
つ
疑
点
、
す
な
わ
ち
日
本
霊
異

記
に
み
ら
れ
る
禁
止
表
現
の
借
辞
法
に
つ
い
て
の
報
告
を
促
す
も
の
と
な
っ

た
。

二

　
ま
ず
霊
異
記
に
み
ら
れ
る
禁
止
衷
現
の
全
例
を
、
地
の
文
中
の
も
の
と
会
話

文
中
の
も
の
と
に
大
別
し
て
次
に
あ
げ
る
。



④
地
の
文
中
の
例

　
鱒
大
臣
著
維
云
…
莫
盗
用
也
者
（
下
2
3
）

　
，
像
法
決
鍵
経
時
…
俗
官
鍋
令
使
比
丘
輸
税
（
下
3
3
）

　
　
作
心
旧
師
莫
心
為
師
（
中
序
）

　
　
り
　
　

　
㈲
更
莫
疑
也
（
中
1
7
）

　
　
む
　
　

　
　
更
莫
疑
之
突
（
下
1
3
）

　
　
り

　
　
更
臨
監
之
焉
（
下
2
8
）

　
　
り
　
　
コ

　
　
慎
莫
詐
憎
（
中
1
1
）

　
　
り
　
　

　
　
故
莫
颯
徴
追
也
（
下
2
6
）

　
　
り

　
　
幸
勿
喉
焉
（
上
瓦
）

⑧
会
話
支
中
の
例

　
鱒
莫
近
依
（
上
3
）
　
莫
言
（
上
4
）
　
（
〃
）
　
刎
妄
．
宜
伝
（
上
2
2
）
（
上

　
　
3
0
）
　
慎
之
莫
忘
也
（
上
3
0
）
　
乱
焼
（
巾
5
）
　
（
中
7
）
　
劇
恐
（
中

　
　
2
4
）
　
莫
痛
蹴
（
中
2
6
）
　
兜
強
（
下
2
）
　
剣
殺
へ
下
7
）
　
莫
多

　
　
（
下
％
）

　
㈲
書
函
我
（
上
3
・
興
福
寺
本
の
み
）
　
誌
面
翻
（
上
1
1
）
　
生
馴
知
他

　
　
（
中
7
）
　
莫
奢
憂
恥
（
中
3
4
）
．
上
面
其
被
、
（
上
1
0
）

　
㊨
温
言
…
慎
黄
懸
翻
卿
食
、
今
血
斑
還
（
中
7
）

　
　
託
ト
下
山
、
我
期
剣
焼
、
七
口
擬
之
（
中
1
6
）

　
　
告
弟
子
言
・
我
事
之
後
出
干
三
傘
、
鋸
…
凡
身
開
（
中
敷
）

　
右
に
あ
げ
た
例
の
中
で
、
注
目
す
べ
き
は
魯
0
9
の
三
例
で
あ
る
。
「
刎
生

唄
誰
救
命
之
心
」
（
曝
と
証
と
鵠
と
害
と
の
〔
之
〕
心
を
生
す
こ
と
勿
レ
）
八
西
大

寺
本
金
光
明
最
勝
王
事
古
点
〉
の
如
き
例
を
示
す
ま
で
も
な
く
・
正
格
の
漢
文

で
「
劉
＋
述
語
＋
則
的
置
と
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
を
、
こ
れ
ら
は
百
的
語
＋
劃

＋
述
語
」
と
し
て
い
る
。
で
は
こ
の
破
格
を
ど
の
よ
う
に
み
た
ら
よ
い
の
で
あ

ろ
う
か
．
い
わ
ゆ
る
「
…
誤
っ
た
正
格
漢
・
文
」
で
あ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
「
最
初

か
ら
の
変
体
漢
交
」
で
あ
る
の
か
。
築
島
氏
が
既
に
需
異
寵
の
中
に
も
指
摘
し

て
い
ら
れ
る
「
目
的
語
－
述
藩
」
の
例

　
此
犬
打
殺
（
上
2
）
　
我
今
汝
物
多
得
食
（
中
2
4
）

な
ど
に
準
じ
て
み
る
な
ら
ば
、
一
応
、
「
誤
っ
た
正
格
漢
・
文
」
と
す
る
の
が
棄

当
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
を
「
最
初
か
ら
の
変
体
漢

文
」
で
あ
る
と
仮
定
し
た
場
合
、
訓
読
す
る
上
に
お
い
て
一
つ
の
波
紋
が
兆
し

る
の
で
あ
る
。
最
初
か
ら
或
る
意
識
の
も
と
に
こ
の
よ
う
な
雌
蕊
を
と
っ
て
鰻

ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
れ
は
「
ナ
ー
ソ
」
の
語
形
で
訓
ま
せ

る
た
め
の
語
順
で
は
な
か
っ
た
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
万
葉
集
に
お
け

る　
除
寓
言
梅
莫
恋
（
十
・
一
八
四
二
）
　
誰
彼
，
我
莫
問
（
十
・
二
二
四
〇
）

　
後
書
吾
莫
恋
（
十
二
・
二
八
四
七
）

等
の
語
順
は
、
「
梅
を
な
恋
ひ
そ
」
「
我
を
な
問
ひ
そ
」
「
吾
に
な
恋
ひ
ゆ
〆
、

と
」
と
訓
ま
せ
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
し
て
、
こ
の
臆
測
も
成
り

立
た
な
い
こ
と
は
な
い
と
思
う
の
で
あ
る
。

　
周
知
の
よ
う
に
、
和
文
の
禁
止
表
現
法
と
漢
文
訓
読
文
の
禁
止
衰
現
法
と
の

間
に
は
莞
異
が
あ
り
、
築
武
並
の
分
類
に
よ
る
と
、
和
文
に
は
「
ー
ナ
」
「
ナ

ー
ソ
」
の
型
、
訓
読
文
に
は
「
ー
ザ
レ
」
「
ー
コ
ト
ナ
カ
レ
」
　
「
一
べ
ヵ
ラ

ズ
」
「
マ
ナ
ー
コ
ト
」
等
の
型
が
あ
ら
わ
札
．
る
の
で
あ
る
が
、
変
体
漢
・
文
を
訓

読
す
る
場
合
に
は
や
は
り
訓
読
文
の
秘
に
拠
っ
躍
㌧
訓
む
の
が
穏
当
で
あ
ろ
う
。

い
か
に
変
体
漢
女
と
は
い
え
正
格
の
漢
文
を
晶
に
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
左

書
も
純
漢
文
の
訓
法
に
倣
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
ら
こ
の
よ
う
に
考
え
る
の
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
一
．



あ
る
。
地
の
文
中
の
例
④
の
う
ち
、
㈲
の
前
二
例
は
明
ら
か
に
経
典
名
が
示
さ
れ

て
い
る
よ
う
に
、
引
用
さ
れ
た
経
文
中
の
例
で
あ
り
、
後
一
例
も
致
謹
に
「
浬

繋
経
師
子
吼
菩
薩
品
云
、
習
作
漁
師
不
師
聖
心
」
と
い
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

作
者
鍾
愛
の
作
女
意
識
に
全
然
触
れ
て
い
な
い
こ
れ
ら
を
訓
読
文
型
で
訓
む
こ

と
は
ま
ず
異
論
な
い
。
㈲
の
諸
例
は
す
べ
て
そ
の
説
話
末
尾
の
箴
言
に
み
ら
れ

る
も
の
で
、
景
戒
が
強
く
戒
め
禁
止
す
る
感
情
は
、
上
に
爾
詞
「
更
。
慎
・
故

。
幸
」
を
付
加
し
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
窺
い
得
る
。
こ
の
よ
う
に
改
ま
っ
た

態
度
で
述
べ
て
い
る
強
い
禁
止
表
現
は
、
仏
教
飽
威
厳
を
訓
読
語
が
表
現
す
る

と
い
う
辮
情
か
ら
い
っ
て
も
、
「
更
に
疑
ふ
こ
と
な
か
れ
」
と
い
う
よ
う
に
訓

読
文
型
で
訓
む
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
さ
て
、
会
話
・
文
中
の
例
⑬
に
つ
い
て
の
…
訓
法
で
あ
る
が
、
当
時
の
日
常
会
話

謡
と
歯
面
訓
読
語
と
が
そ
れ
ぞ
れ
異
っ
た
要
素
を
も
っ
て
い
た
と
い
う
事
実
か

ら
、
会
話
文
中
に
日
常
会
話
語
的
要
素
は
見
出
せ
な
い
か
と
い
う
興
味
が
喚
起

さ
れ
る
。
㈲
の
例
は
臥
的
語
を
も
た
な
い
も
の
で
あ
り
、
何
も
拳
懸
り
は
得
ら

れ
な
い
が
、
㈲
の
は
そ
れ
ぞ
れ
目
的
籍
を
と
り
、
㈲
が
愈
愈
、
㊨
が
破
格
と
な

っ
て
い
る
。
こ
の
破
格
の
三
例
は
前
に
臆
測
し
た
よ
う
に
、
「
ナ
ー
ソ
」
と
い

う
和
文
型
を
表
現
す
る
た
め
に
と
ら
れ
た
語
順
で
あ
る
と
仮
定
す
る
な
ら
ば
、

こ
こ
に
臼
常
会
話
語
的
要
素
を
見
出
し
得
た
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
な
お
、
「
ー
ナ
カ
レ
」
と
い
う
語
形
は
上
代
に
見
ら
れ
な
い
語
形
で
あ
っ

て
、
万
葉
集
の
「
浦
奴
隷
之
止
時
無
有
」
（
四
・
六
〇
六
）
の
訓
も
、
鶴
久
氏

が
い
わ
れ
る
よ
う
に
（
「
万
葉
集
の
義
訓
を
め
ぐ
っ
て
」
香
椎
潟
八
号
）
、

「
止
む
時
も
な
し
」
で
あ
る
に
違
い
な
い
。
し
か
ら
ば
古
轟
紀
、
風
土
記
に
み

ら
れ
る
。

　
莫
視
我
（
掌
上
）
　
莫
油
津
（
記
上
）
　
短
見
妾
（
認
上
）
　
姿
勢
入
幸

三
二

　
（
血
中
）
　
莫
動
其
刀
（
記
中
）
　
南
面
吾
身
（
認
下
）
　
勿
為
書
暴
（
播

　
磨
風
土
記
）

の
如
き
は
い
か
に
訓
ま
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
祝
詞
や
宣
命
に
あ
っ
て
も

「
ナ
ー
ソ
」
「
ー
ナ
」
の
語
形
で
訓
ま
れ
て
い
る
こ
と
で
も
あ
り
、
宣
長
が
祝

調
の
例
を
引
い
て
「
ナ
ー
ソ
」
の
形
で
詠
む
く
き
こ
と
を
述
べ
て
い
る
こ
と
は

不
当
と
は
い
え
な
い
。
恐
ら
く
「
ー
コ
ト
ナ
カ
レ
」
が
「
莫
」
・
「
勿
」
宇
の

訓
と
し
て
固
定
す
る
以
前
は
、
正
絡
の
語
順
を
と
っ
た
も
の
を
和
交
型
で
止
ん

だ
で
あ
ろ
う
し
、
霊
異
紀
の
③
㈲
と
て
決
し
て
和
文
型
で
訓
ま
れ
る
こ
と
は
な

か
っ
た
と
も
言
え
な
い
。三

　
霊
異
紀
は
仏
事
説
話
集
で
あ
り
、
も
ち
ろ
ん
会
謡
・
文
を
含
み
潜
干
の
文
飾
も

加
え
ら
れ
て
は
い
る
が
、
あ
く
ま
で
も
創
作
的
意
図
の
な
い
説
話
文
学
で
あ
っ

て
、
そ
の
会
話
文
も
実
質
的
内
容
の
み
を
あ
ら
わ
す
点
に
お
い
て
地
の
文
と
何

ら
変
っ
た
と
こ
ろ
は
な
い
と
み
る
方
が
至
当
の
よ
う
で
あ
る
。
従
っ
て
特
定
の

人
物
の
会
話
文
な
ど
と
い
う
こ
と
に
は
配
慮
の
必
要
は
な
い
と
恩
わ
れ
る
、
こ

の
よ
う
な
総
体
的
見
地
に
立
つ
と
、
和
文
型
で
訓
ま
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
た
霊
異
紀
の
会
話
文
中
に
お
け
る
禁
止
表
現
も
す
べ
て
訓
読
型
に
拠
っ
て

訓
ま
れ
て
も
差
支
え
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
破
格
の
誘
順
も
い
わ

ゆ
る
「
誤
っ
た
正
格
漢
文
」
と
見
徹
し
、
訓
点
語
で
作
文
さ
れ
た
も
の
と
す
る

の
で
あ
る
。
な
お
禁
止
衷
心
が
み
ら
れ
る
会
話
文
は
、
そ
の
殆
ど
が
霧
。
仏
・

鬼
。
憎
な
ど
男
性
の
会
謡
文
で
あ
り
、
女
性
の
会
話
文
中
に
み
ら
れ
る
例
は
次

の
一
つ
で
あ
る
q

　
妻
…
涕
泣
白
言
、
莫
レ
令
7
受
レ
恥
、
我
急
施
ヒ
財
（
中
3
4
）
　
（
今
昔
1
6
／
8



　
「
女
…
今
日
我
レ
ニ
恥
ヲ
令
見
給
フ
事
元
シ
テ
忽
二
軍
二
期
ヲ
施
シ
給
ヘ
ト

　
幽
シ
テ
」
．
）

　
ま
た
右
の
よ
う
に
、
今
昔
物
語
集
が
い
か
に
霊
異
紀
の
禁
止
表
現
を
採
り
入

れ
て
い
る
か
を
参
考
ま
で
に
あ
げ
る
と
、
「
我
身
莫
’
焼
「
七
日
置
之
」
「
至
二
予

三
年
一
、
室
戸
麗
「
開
」
を
、
そ
れ
ぞ
れ
「
我
身
死
タ
リ
ト
云
ト
モ
暫
ク
焼
ク

事
莞
ク
シ
テ
七
日
置
タ
レ
」
　
（
2
0
ノ
ー
7
）
　
コ
ニ
年
二
至
ラ
ム
マ
デ
此
坊
ノ
戸
ヲ

開
ク
事
先
ヵ
レ
」
　
（
2
0
／
2
4
）
と
し
て
い
る
。

　
禁
止
表
現
と
阿
様
、
訓
読
文
と
和
文
と
で
譜
形
の
異
る
も
の
に
不
能
表
現
が

あ
る
。
和
文
の
「
エ
ー
ズ
」
に
対
し
て
訓
読
文
で
は
「
ー
コ
ト
エ
ズ
」
で
あ
る

が
、
霊
異
紀
で
は
訓
読
文
型
に
拠
っ
て
訓
読
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
例
が
見
ら
れ

る
。

　
優
婆
繁
不
・
得
二
隠
事
一
（
中
1
3
）
惣
意
惨
然
不
レ
得
二
隠
事
一
（
下
2
7
）

の
よ
う
に
「
薯
」
字
を
付
し
て
お
り
、
「
隠
す
こ
と
得
ず
」
と
訓
ま
れ
た
こ
と

に
間
違
い
な
い
。
ま
た
続
日
本
紀
宣
命
の

　
然
猶
止
事
不
・
得
為
天
（
1
5
詔
）
私
父
母
兄
弟
爾
及
事
得
魏
（
2
5
紹
）

の
如
く
、

　
在
二
此
市
一
粒
ゾ
得
（
中
4
）
　
納
’
経
不
・
得
（
中
6
）
　
入
ド
境
不
レ
得

　
（
下
2
4
）

と
い
う
よ
う
な
破
格
も
み
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
訓
読
文
型
に
訓
ま
せ
る
た
め
の

破
格
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
不
能
表
現
が
訓
読
交
型
で
訓
ま
れ
た
こ
と
は
、
同
類

の
禁
止
表
現
が
亦
一
様
に
訓
読
文
型
で
訓
ま
れ
た
こ
と
を
想
像
さ
せ
る
。

　
以
上
、
霊
異
記
に
お
け
る
禁
止
衷
現
の
語
順
の
乱
れ
に
疑
念
を
抱
き
、
こ
こ

に
訓
読
さ
せ
る
上
で
の
作
者
の
作
文
意
識
を
見
出
そ
う
と
し
た
が
、
畢
寛
、
変

体
漢
文
と
は
い
え
後
世
の
も
の
と
は
そ
の
性
格
上
懸
隔
が
あ
り
、
何
も
見
出
す

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
訓
読
上
漢
文
訓
読
文
に
準
じ
る
も
の
で
あ
る
と
思
わ

れ
る
の
で
あ
る
が
、
た
だ
一
例
歌
謡
の
中
に
「
ナ
ー
ソ
」
の
語
形
が
あ
る
の
で

こ
れ
ぬ
’
最
後
に
あ
げ
て
お
く
。

　
畢
レ
國
寄
島
云
、
大
宮
直
向
山
部
之
坂
痛
豪
不
穏
陶
土
岨
有
靴
（
下
3
8
）

▼
　
三
三
図
書

長
崎
街
道
物
語

講
座
現
代
語
一
・
五
・
六

続
本
朝
文
粋
巻
八
・
九

斯
道
文
庫
論
集
3

太
宰
府
と
萬
葵
集

　　　　
　　　1昭

　　　和

　　　39

　　　年

　　　1
　　　月

　　　～

　　　4

治　三
口　　　）

原

勝

春
　
日
　
和
男

内
閣
丈
庫

　
慶
慮
義
塾
大
学

筑
紫
　
　
　
豊

三
三




